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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 202,798 6.5 7,630 △7.7 8,224 △3.4 4,907 △12.9

23年3月期第3四半期 190,410 △5.2 8,267 △17.8 8,515 △18.8 5,634 △6.6

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 3,349百万円 （18.8％） 23年3月期第3四半期 2,819百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 29.42 ―

23年3月期第3四半期 33.72 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 199,932 101,567 49.7
23年3月期 194,365 100,016 50.3

（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  99,425百万円 23年3月期  97,776百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
24年3月期 ― 5.00 ―

24年3月期（予想） 5.00 10.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 271,000 7.5 11,000 4.1 11,000 1.6 6,300 4.6 37.70



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 174,148,018 株 23年3月期 174,148,018 株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 7,328,622 株 23年3月期 7,024,080 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 166,821,285 株 23年3月期3Q 167,131,238 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災の影響による景気停滞から回復の兆し

が見られてきたものの、欧州債務危機による金融不安や長期化する円高、タイの洪水被害による影

響が懸念されるなど先行きが不透明なまま推移しました。 

 食品業界においては、深刻な経済情勢下で消費者の節約・低価格志向が続き、販売競争が一層激

化するなど、全般的に厳しい状況が続きました。 

 このような状況の下で、当社グループは「10／11中期経営計画ＳＧ130」に全力を挙げて取り組

み、製粉・プレミックス・冷凍食品・ペットフード・そば粉・米粉などの多岐にわたる分野で、設

備増設・移転・集約等の設備投資を積極的に進めました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は売上高2,027億９千８百万円（前年同期比

106.5％）、営業利益76億３千万円（同92.3％）、経常利益82億２千４百万円（同96.6％）、四半期

純利益49億７百万円（同87.1％）となりました。 

 セグメント別の状況は次のとおりであります。 

  

①製粉事業  

 昨年４月と１０月に外国産小麦の政府売渡価格が引き上げられたことに伴い、小麦粉販売価格の

改定を行ないました。 

 当社グループは、フランス産小麦使用の小麦粉「メルベイユ」など、お客様のニーズに合わせた

商品提案や、技術講習会の開催など活発な営業活動を推進した結果、小麦粉の販売数量は前年同期

を上回りました。 

 副製品のふすまについては、市況悪化の影響を受けましたが、販売数量は前年同期を上回りまし

た。 

 以上により、製粉事業の売上高は755億４千万円（前年同期比108.4％）、営業利益は31億８千８

百万円（同86.7％）となりました。 

  

②食品事業 

 食品事業は、健康・安全・簡便性等お客様のニーズをコンセプトとした特長のある新商品を開発

するとともに、アジア地区最大規模の製パン・製菓見本市「Bakery China 2011」等、各種展示会

への出展など積極的なマーケティング活動を展開しました。 

家庭用では、新ブランド「オーマイプレミアム」パスタソースのシリーズ発売や、「キッチンの

不満解消」をキーワードに開発した、新商品類の販売が好調に推移した結果、小袋、天ぷら粉、パ

スタソース等の販売が好調で数量・売上ともに前年同期を上回りました。 

業務用では主に、パスタ関連製品、プレミックス類の販売が好調に推移し、数量・売上ともに前

年同期を上回りました。 

冷凍食品類は、家庭用での高級パスタ「オーマイプレミアム」の新商品や、大盛り「Bigシリー

ズ」の新商品の販売が好調に推移し、数量・売上ともに前年同期を上回りました。 

 中食関連商品の売上は前年同期を下回りました。 

 以上により、食品事業の売上高は1,061億７千６百万円（前年同期比106.3％）、営業利益は41億

８千５百万円（同90.7％）となりました。 

  

③その他事業 

 バイオ関連事業の売上は前年同期を上回りました。また、ペットフード事業、健康食品事業の売

上は前年同期並みでしたが、エンジニアリング事業の売上は前年同期を下回りました。 

 以上により、その他事業の売上高は210億８千１百万円（前年同期比101.4％）、営業利益は３億

９千２百万円となりました。   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産残高は、前連結会計年度末に比べ55億６千７百万円増加

し、1,999億３千２百万円となりました。この主な要因は、受取手形及び売掛金が80億７千１百万

円、原材料及び貯蔵品が81億４千９百万円、有形固定資産が35億６千９百万円増加したこと、現金

及び預金が118億８千７百万円、投資有価証券が28億５千２百万円減少したことによるものです。 

 負債の残高は、前連結会計年度末に比べ40億１千６百万円増加し、983億６千５百万円となりまし

た。この主な要因は、流動負債その他が110億７百万円増加したこと、借入金が29億円、未払法人税

等が11億１千万円、災害損失引当金が４億４千２百万円減少したことによるものです。 

 純資産の残高は、前連結会計年度末と比べ15億５千万円増加し、1,015億６千７百万円となりまし

た。この主な要因は、利益剰余金が32億３千５百万円増加したこと、その他有価証券評価差額金が

13億２千６百万円減少したことによるものです。 

   
（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期の業績予想につきましては、平成23年５月12日に公表いたしました通期の業績予

想の数値から変更はございません。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

    
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,006 10,119

受取手形及び売掛金 32,359 40,430

有価証券 12 198

商品及び製品 10,393 11,648

仕掛品 112 43

原材料及び貯蔵品 11,178 19,327

その他 4,096 3,637

貸倒引当金 △151 △146

流動資産合計 80,007 85,258

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 24,593 25,873

機械装置及び運搬具（純額） 16,114 16,426

土地 25,256 25,369

建設仮勘定 2,504 4,229

その他（純額） 1,769 1,911

有形固定資産合計 70,239 73,809

無形固定資産   

のれん 1,246 1,035

その他 633 738

無形固定資産合計 1,879 1,774

投資その他の資産   

投資有価証券 36,035 33,182

その他 6,904 6,581

貸倒引当金 △700 △673

投資その他の資産合計 42,238 39,090

固定資産合計 114,357 114,674

資産合計 194,365 199,932
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 22,370 22,188

短期借入金 26,983 19,111

未払法人税等 1,903 792

賞与引当金 439 184

役員賞与引当金 37 －

災害損失引当金 516 73

その他 11,174 22,181

流動負債合計 63,425 64,533

固定負債   

長期借入金 17,462 22,434

退職給付引当金 2,500 2,300

役員退職慰労引当金 977 1,006

その他 9,981 8,089

固定負債合計 30,922 33,831

負債合計 94,348 98,365

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,240 12,240

資本剰余金 11,391 11,391

利益剰余金 68,906 72,141

自己株式 △2,313 △2,431

株主資本合計 90,224 93,342

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,699 6,372

繰延ヘッジ損益 8 △1

為替換算調整勘定 △155 △287

その他の包括利益累計額合計 7,551 6,083

少数株主持分 2,240 2,141

純資産合計 100,016 101,567

負債純資産合計 194,365 199,932
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 190,410 202,798

売上原価 139,875 151,188

売上総利益 50,534 51,610

販売費及び一般管理費 42,267 43,979

営業利益 8,267 7,630

営業外収益   

受取利息 30 24

受取配当金 749 809

持分法による投資利益 40 142

その他 399 452

営業外収益合計 1,219 1,429

営業外費用   

支払利息 489 457

為替差損 254 151

その他 227 226

営業外費用合計 971 835

経常利益 8,515 8,224

特別利益   

固定資産売却益 52 45

投資有価証券売却益 563 402

事業譲渡益 － 58

貸倒引当金戻入額 55 －

段階取得に係る差益 789 －

その他 54 －

特別利益合計 1,515 506

特別損失   

投資有価証券評価損 71 176

固定資産除売却損 129 100

減損損失 － 111

事業構造改善費用 143 231

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 106 －

工場集約関連費用 － 200

災害による損失 － 72

その他 146 113

特別損失合計 598 1,007

税金等調整前四半期純利益 9,432 7,722

法人税、住民税及び事業税 3,463 2,812

法人税等調整額 385 127

法人税等合計 3,848 2,940

少数株主損益調整前四半期純利益 5,584 4,782

少数株主損失（△） △50 △124

四半期純利益 5,634 4,907
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 5,584 4,782

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,743 △1,298

繰延ヘッジ損益 △7 △9

為替換算調整勘定 △13 △118

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △5

その他の包括利益合計 △2,765 △1,432

四半期包括利益 2,819 3,349

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,872 3,438

少数株主に係る四半期包括利益 △53 △89
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 該当事項はありません。     

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                       （単位：百万円） 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ペットフード、健康食品

類、エンジニアリング等を含んでおります。  

２ セグメント利益の調整額23百万円は、セグメント間取引消去額であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                       （単位：百万円） 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ペットフード、健康食品

類、エンジニアリング等を含んでおります。  

２ セグメント利益の調整額△135百万円は、セグメント間取引消去額であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント
その他
（注）１ 

合計
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

製粉事業 食品事業 計

売上高               

外部顧客への売上高  69,710  99,906  169,617  20,793  190,410  －  190,410

セグメント間の内部売上
高又は振替高  1,544  615  2,160  1,085  3,245  △3,245  －

計  71,255  100,522  171,777  21,878  193,656  △3,245  190,410

セグメント利益又は 

損失（△） 
 3,678  4,614  8,292  △48  8,244  23  8,267

  

報告セグメント
その他
（注）１ 

合計
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

製粉事業 食品事業 計

売上高               

外部顧客への売上高  75,540  106,176  181,716  21,081  202,798  －  202,798

セグメント間の内部売上
高又は振替高  1,732  965  2,697  3,512  6,210  △6,210  －

計  77,272  107,141  184,414  24,594  209,008  △6,210  202,798

セグメント利益  3,188  4,185  7,373  392  7,765  △135  7,630
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 該当事項はありません。    

   

（自己株式の取得及び消却） 

 当社は、平成24年１月25日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法、並びに会社法第178条の規定に基

づく自己株式の消却を行うことを決議いたしました。 

  

１．自己株式の取得及び消却を行う理由 

  資本効率の向上を図るとともに、株主の皆様への利益還元の充実を図るため。 

２．取得の内容 

  ①取得した株式の種類 

   当社普通株式 

  ②取得した株式の総数 

   1,395,000株（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合0.83％） 

  ③取得価額 

   485百万円 

  ④取得日 

   平成24年１月26日 

  ⑤取得の方法 

   東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）による買付け 

３．消却の内容 

  ①消却する株式の種類 

   当社普通株式 

  ②消却する株式の総数 

   4,000,000株（消却前の発行済株式総数に対する割合2.30％） 

  ③消却後の発行済株式総数 

   170,148,018株 

  ④消却予定日 

   平成24年２月15日  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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